
Teaching Note

1．はじめに

関西学院大学の神戸三田キャンパスで2006年か

ら2009年の春学期に、総合コースとして「現代社

会とコミュニケーション～思いの伝え方、読み

解き方指南」を開講した。総合政策学部、理工学

部の1・2回生を中心に毎回、約30名の履修生が集

まった。

講義の概略と目的は、「現代日本社会は、都市

化、国際化、情報化、高齢化などにより、コミュ

ニケーション環境や情報環境が激変しており、わ

れわれはその変化をよく理解し、その状況に対

応できるコミュニケーション能力やリテラシー能

力を必要としている。とくに、若者世代にとって

は頼るべき規範やモラルが希薄化する中で、これ

までに得られた知見をしっかりと吸収し、自分の

取るべきコミュニケーション・ポリシーを確立す

ることが大切である。」という問題意識を前提にし

て、「現代日本人のコミュニケーションを構成す

るさまざまの分野から問題提起をし、学生諸君に

その問題の捉え方、向き合い方、そして対処の仕

方などを自分の頭で考えてもらうことが目的であ

る。なお、今回提供する分野は、身体的コミュニ

ケーンや対面コミュニケーションの大切さを中心

に、これに異文化コミュニケーションを絡めたも

のとする。」というものである。

授業の方法は、4人の講師が〈はじめに〉→①〈現

代のコミュニケーション状況とその問題〉→②〈演

劇を通した対面コミュニケーション・身体コミュ

ニケーションの習得〉→③〈児童への演劇教育の方

法と意義〉→④〈異文化とのコミュニケーション→

〈まとめ〉を順次に担当していくものであった。

本稿は、その内の②の要素を「身体コミュニ

ケーションの発見（演劇的手法）」と題して、本学

でも珍しい体験獲得型のワークショップ形式とし

て、筆者が行った授業の実践報告である。

演劇的手法を使ったコミュニケーションの土台
－総合コース「現代社会とコミュニケーション」を振り返って－
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2．日本人の対人不安と、英米のドラマ教育

昨今の急速なグローバル化にともない日本人

のコミュニケーション能力の向上が喧伝されてい

る。人との接し方、上司と部下の関係のとり方、

面接での受け答え方など、次から次へとノウハウ

本が出版されている。確かに心理学の研究にお

いても日本人の「対人不安」が他国と比べて高いと

いう結果が発表されている。「対人不安」は、〈羞

恥の意識〉（ハジ／テレ）と〈コミュニケーション不

安〉（対人緊張／対人困惑）に分かれる。特に、初

対面での会話、人前での発表などで緊張や気後

れを感じやすい〈コミュニケーション不安〉につい

て、日本、アメリカ、韓国、フィリピン、オース

トラリア、ミクロネシア、台湾の7ヵ国の学生に

対して測定したところ、日本人が65点越えで圧倒

的にトップという結果が出た。ちなみに順位は、

日本→アメリカ→台湾→ミクロネシア→オースト

ラリア→フィリピン→韓国となっている1。

このような実験結果からも、日本人のコミュニ

ケーション下手は欧米のみならずアジアの中でも

突出しているようである。しかも、コミュニケー

ション向上を目指す書籍が今でも数多く出版され

続けていることからすると、実際はいまだに向上

していないということなのだろうか。また、高校

において国語表現の教科にスピーチが取り入れら

れてはいるが、いまだに読み・書きが中心のプロ

グラムになっている。

一方、英米を中心として西洋諸国では、演劇的

手法を使った教科教育（国語や社会）やドラマの授

業が行われている。ドラマ教育の先進国であるイ

ギリスでは、芸術としての「演劇」を応用して、コ

ミュニケーション、言語活動、自他の理解、道

徳、異文化理解、人権教育などを育てる手段とさ

れている。家庭でも英語を話さない移民や難民の

子どもが増えつつあるイギリスでは、座学では

補えない部分をドラマが担っている。実際にイ

ギリスの中学校（secondary school）・高校（sixth 

form）のドラマの授業を視察してみると、芸術と

しての「演劇」というよりも、コミュニケーショ

ン、チームビルディングに重きが置かれているよ

うに思われる2。また、物事を理解するアプロー

チとして、①読み書き②話す③身体の3つの回路

を想定しており、座学の主な要素である①だけで

は、②と③のアプローチを得意とする生徒を取り

こぼしてしまう危険性から、3つの要素がすべて

そろっている「ドラマ」に期待が寄せられていると

も言える。

3．演劇的手法とコミュニケーション

近年の日本の企業研修も座学形式の知識伝達型

ではなく、ワークショップ形式の体験獲得型が増

えている。挨拶の仕方、企画書の書き方、営業の

仕方、接客の仕方など無数に存在する。学校で教

えられていないことを社会人研修として行ってい

るのだが、これも書籍と同じで次から次へと目先

を変えて商品が出てきているということは、逆に

言えば、いまだに結果が達成されていないという

ことだろう。これらの研修は、足し算の考えによ

る個別のスキルアップを目指したものである。例

えばパソコン用語で言えば、ワードやエクセルの

ような目的に応じて使う「アプリケーション・ソ

フト」だろう。アプリケーション・ソフトは多く

開発されているが、なかなかモノにならない（使

いこなせない）というのが現状ではないだろうか。

と言うことは、アプリケーション・ソフトの機

能を起動させる土台となる、ウィンドウズXPや

Vistaなどにあたる「基本ソフト（OS）」が、パソコ

ン（人体）の中にインストールされていない可能

1 菅原健介『人はなぜ恥ずかしがるのか－羞恥と自己イメージの社会心理学』（サイエンス社）1998
2 英国レディング郊外のDesborough SchoolとPiggott Schoolを2009年2月に視察。
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性がある。つまり、日本人は“コミュニケーショ

ン・ソフト”を起動させる、OSをまず学ばなけれ

ば、いくらスキルアップを目指してもうまくいか

ないのではないか。

このような前提で、本講座では技術や手段であ

るアプリケーションではなく、それらを動かす基

本ソフト（OS）を「演技の基本」から身体性をともな

う要素を抽出してエクササイズにまとめてみた。

4．基本ソフト（OS）としての演技訓練

近代リアリズム演劇の理論家であり、モスク

ワ芸術座の創始者で俳優・演出家であったコンス

タンチン・スタニスラフスキー（1863～ 1938）は、

劇作家アントン・チェーホフ（1860～ 1904）との

仕事を通じて、近代の新しい演劇創造を目指し

た。その果実として、現代でも優れた俳優教育と

して認められ、演技の文法として世界中に影響を

与えることになる「スタニスラフスキー・システ

ム」を開発した。彼は、演技を科学的にとらえて、

俳優は体が楽器であるため整える必要があるこ

と、また、役を演じたり表現するのではなく、役

を生きることが大切であること、そして役の貫通

行動を明確にして場面を進めることなどを俳優の

創造過程に取り入れた。

日本でも映像で活躍している女優・宮 あおい

が「役を演じるんじゃなくて、役を生きられる人

になりたいですね」とインタビューで答えている。

また、歌舞伎俳優の片岡仁左衛門も「人物を表現

しようと思わない。人物をどう生きるか考える」

と取材で答えている3。スタニスラフスキーの影

響は時代・地域・ジャンル・年齢を越えていると

言えるだろう。

彼にとっては、チェーホフの戯曲がアプリ

ケーション・ソフトであり、今までの基本ソフト

（OS）ではうまく起動しない（演じられない）ので、

新しいOSであるスタニスラフスキー・システム

を作ったと考えてよい。そのOSが現代でも有効

である。

そこで、システムの多くの要素のうち、〈コミュ

ニケーションという観点〉から、最小の要素に絞

り込むことを試みた。

その結果、

（A）相手との交流

（B）感情表現

（C）キャラクター造形

以上の3要素とした。

本講座ではこれらを柱に構成していったわけだ

が、さらに、西洋の演技訓練を日本人に馴染ませ

るためにひと手間を加えた。後ほど詳述するが、

西洋人の身体性を前提に作られている演技エク

ササイズを、日本人の身体性の特徴を生かすため

に、整体や古武術の原理を応用した工夫を組み入

れた4。

5．演技のエクササイズ

授業の構成は、前出の3つの要素を行ってから、

最後にシーン・スタディを行った。各回は、最初

にウォーミングアップとして、インプロでよく使

われる「ミーティング・グリーティング」「仲間集

め」「ネーム・バレーボール」「演劇版ダルマさんが

ころんだ」「鬼ごっこ（各種）」などを実施して、心

身ともにほぐして開いている状態にした5。

（Ａ）相手との交流

ギリシャ悲劇など古典劇は登場人物（俳優）が神

様に向かって演じている想定なので、正面を見

3 宮 あおい『アエラ』2006.2.6、片岡仁左衛門『朝日新聞』2006.4.28
4 ヨガや古武術の手法も採り入れている整体研究家・津田啓史氏と演技における身体操法の共同研究を行っている。鍛えたり矯正するとい

う視点ではなく、体の自然性を回復することを重視している。新大阪健康道場　http://homepage3.nifty.com/meuto/
5 絹川友梨『インプロ・ゲーム』（晩成書房）2002
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切ってモノローグ（独白）を言う場合がある。しか

し、近代劇は人生の再現を観察するという想定に

なっている。つまり、部屋（空間）の四方の1つの

壁（第4の壁）を取り除いたところ（客席）から観客

が覗いている。登場人物は覗かれていることを知

らないし、向き合っているのは神様ではなく、同

じ人間である。同じ人間同士で影響を与えたり受

けあったりして関係や物語が進行していく。

これを演技的に考えると、「外的刺激を受けて、

自分を変化させる（変化に乗っていく）」と言い換

えることができる。つまり、変化しないのは相

手をブロックして、交流ではなく“自己主張”ばか

りしていることになる。まず、受信することがコ

ミュニケーションの基本である。具体的なエクサ

サイズとして次のものを行った。

○テニスボール廻し

［手順］

円陣になり内側を向く。最初にテニスボールを

右手に持った人が、下側にスローイングしながら

手のひらを上にして、右側の人にパスする。受け

る人は右手のひらを相手に向けて上手で受けて、

パスを繰り返す。投げる時も受ける時も、自分の

体を相手に向けること。全身を使ってボールの投

げ受けの際の重心移動をすること。逆回りや、複

数のボールで試してみてもよい。

［目的］

エネルギーを途切れさせないで、「全員が一体

化した存在」として、ボールが流れるように音も

なくパスされ続けていく。

［傾向］

投げるという自分の行為だけで精一杯になり、

相手が受けやすい速さ・強さ・高さを考慮できな

い。そのため、ボールをこぼしたり、流れをさえ

ぎったりする。

［ポイント］

テニスボールを単なる物として扱うのではな

く、自分の台詞・思いとして相手に伝わるように

する。対策としては、例えば「はい、どうぞ」と声

に出してパスする。言葉や音には身体能力を向上

させたり調整する能力があるため、無言で行った

り、頭の中で想像するだけや、形だけ正確に行う

という意識活動以上の成果が得られる6。

さらに、手で持ったボールが体の前を移動する

時、相手の思いや感情を表面だけで受け止めない

ために、“自分の体の中”に通すという“身体性”を

加えるとより全員と一体化できる。

6 藤野良孝『スポーツオノマトペ　なぜ一流選手は「声」を出すのか』（小学館）2008

①投げる人（右）は下側にスローイング。
受ける人（中央）は上手でキャッチ。

②ボールを受けたら腕を腰より下でスローイング。
　右側の人に投げる。
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○レピティション（Repetition ／繰り返し）

スタニスラフスキー・システムの影響を受けた

アメリカのメソード演技の教師であるサンフォー

ド・マイズナーが開発した7。

まず、ペアで背中合わせになり、合図で一定の

距離で向き合って、早い者勝ちで相手の第一印象

を短い単語（例えば、丸い、白い、怖いなど）で言

う。言われた側は、そのアタックで沸いた感情を

言われた短い単語（例えば、丸い）に乗せて相手に

返す。それを繰り返すことにより、感情の交流を

行う。短い単語は、その意味などを考えずに、感

情を乗せる器として扱う。

多くの日本人の場合、相手を気遣って第一印象

が言いにくかったり、欧米人のように激しく感情

をぶつけ合わない。そこで、このエクササイズに

整体・古武術の原理でひと手間を加え手順を増や

して、日本人仕様に改良した。

［手順］

① 互いに体が響きあい、バランスが取れる丁度よ

い距離で向かい合う。

② パーソナルスペースでお互いを包み込み、同じ

空間に入る。

③ 一方が「こんにちは」という言葉に意味を入れず

に相手に投げかけて、その言葉を互いにキャッ

チボールのように繰り返す。

［目的］

互いに関係を結べて影響を受けやすい距離や状

態で、相手との交流を行って次々に感情や思いが

変化していく。そして、感情や思いは自分から搾

り出すのではなく、相手の影響を受けて次第に変

わっていくものであることを知る。

［傾向］

頭で考えすぎて、相手のことを忘れて自分の内

面にこもってしまう。

自分は交流しているつもりだが、相手をブロッ

クして受け入れていないため、自分は一切変化し

ない。

［ポイント］

交流している（影響を受け合っている）つもりに

ならないように、身体性の変化（微妙に引き合っ

たり離れたりなど）を見極めることが大切になる。

相手を身体レベルで受け入れると、影響を受けて

自分の変化につながる。

手順①は、一度で正解の距離を求めるのではな

く、消去法で間違い（極端に近い・遠い）を省いて

いく。

手順②は、頭の中のバーチャルでその気になる

ことを防ぐために、両手でジェスチャーをしなが

ら、擬態語（フワァ～など）を口に出して、互いに

同じ繭玉に入るように包む。

手順③は、言葉が出ている自分の体の部分（例

えば胸）、相手から言葉を受けた自分の体の部分

（例えば腹）、その言葉が自分の体のどこをどのよ

うに巡っているか（例えば丹田からゆっくりと喉に

向かって上昇）の状態や変化を、両手によるジェス

チャーで形態することで自分を観察して感度アップ

につながる。また、知覚（身体性の変化）から感覚が

生まれ、そして感情が生まれることを実感する。

7 サンフォード・マイズナー /デニス・ロングウェル『サンフォード・マイズナー・オン・アクティング』（而立書房）1992

①包み込んで丁度良い距離で向き合う。
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（Ｂ）感情表現

比較文化心理学で“感情の在り処”を調査したと

ころ、アメリカ人は「心臓」、日本人は「腹」と答え

た人が多かった8。生きるために一番必要なもの

（心臓）として、アメリカ人は感情をとらえ、他人

に隠すもの（腹）として、日本人は感情をとらえて

いるとのこと。「腹を探る」「腹に一物持つ」という

表現からもうなずける。

また、社会心理学者リアン・フェスティンガー

の「認知不協和理論」では、「人格＝行動＋思考＋

感情」ととらえており、「ある人の行動を変えれば、

その人の思考と感情も、不協和をできるだけ少な

くしようと変化する」としている。

そして、スタニスラフスキーは演技とは行動で

あると言っている。「Acting＝Doing」ということ

で、人物の動作や行為を通して、その人物の感情

や考えや状況が分かる。感情そのものは、演じら

れないとしている。

つまり、感情とは内面の変化もさることなが

ら、行動や外面からのアプローチで表出させるこ

とが可能であるということだ。コミュニケーショ

②言葉とジェスチャーで投げる。

③ 受けた人（右）は体のどこを巡っているか
　ジェスチャーで確認する。

④ 体のどこから出るかを確認して、
　言葉とジェスチャーで投げ返す。

8 Ｄ．マツモト『文化と心理学－比較文化心理学入門』（北大路書房）2001
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ン不安があり、感情を隠す傾向が強い日本人に

とって福音となる考え方であろう。

○7つの普遍的感情表現

基本的な感情を示した顔写真を世界の複数の民

族に見せたところ、「喜び」「恐れ」「怒り」「悲しみ」「驚

き」「軽蔑」「嫌悪」を表す表情は、ほとんどの文化圏

でも共通だったという社会科学の研究がある9。ま

た、生まれつき目の見えない人もこのような表情

をすることから、これらの感情は生得的であると

され、「顔による7つの普遍的感情表現」と呼ばれて

いる。例えば、「悲しみ」は、「眉毛が八の字になり、

額の真ん中にU字を逆さにした形の皺ができる。目

と目との間に薄く縦皺が寄る。唇の端は下がる」と

いう形である。

この7つは色の3原色のようなもので、これらを

組み合わせて多様な感情表現をしている。豊かな

感情表現をするためには、まず自分の絵具箱に基

本の色をそろえなければならない。空を見て感動

しても、青色の絵具がなければキャンパスに描く

ことはできない。

［手順］

ペアになり、まず一方が「顔による７つの普遍

的感情表現」のイラストと指示を見ながら、それ

ぞれの感情表現を形（外見）から真似てみる。相手

は修正を加える。自分がやりやすかった表情とや

りにくかった表情を確認する。

［目的］

家庭や社会環境によって制御されている感情

を、認知不協和理論により、外面を変えること

で、感情や思考に変化をもたらし、自分に普遍的

感情が存在していることに気づく。

［傾向］

男子がやりやすいのは「怒り」、やりにくいのは

「悲しみ」。女子がやりやすいのは「喜び」、やりに

くいのは「嫌悪」。ともにやりにくいのは「恐れ」。

［ポイント］

顔の表情だけでなく、首から下の身体性の変化

をとらえて意識すると感情表現がしやすくなる。

整体の原理を応用すると、簡単には次のようにな

る。

「悲しみ」は左側の胃で受けるため圧迫して肋骨

の間が狭くなる。「怒り」は右側の肝臓から出すた

め固くなる。「恐れ」は膝の力が抜けるのを耐える。

「喜び」は左側の胃を開いて重心が前に行き左右運

動が加わる。「驚き」は日常の前に向かう意識が反

転するため胸の裏に意識を集める。「嫌悪」は吐き

気と同じなので胃が上がる。

○感情の伝言ゲーム

［手順］

①1方向を見て1列になる。

② 最後尾の人が「顔による7つの普遍的感情表

現」より1つだけ指定を受けて、声を出したり、

ジェスチャーをしないで前の人に伝えていく。

③ 伝えられた人は、相手の表情から感じた感情を

前の人に伝えていく。

④ 順々に伝えて行き、最後（先頭）の人は見学して

いる人に伝える。

⑤ 伝え終わると、後ろからどの感情がきたかを発

表して行き、正確に伝わっているかを確認する。

9 （8）と同じ
 ジョン・Ｍ．ゴットマン/ジョアン・デクレア『「感情シグナル」がわかる心理学』（ダイヤモンド社）2004

「悲しみ」の表情
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⑥ 伝わっていない場合は、表情を再現して振り返

りをする。

［目的］

自分の感情表現の得意と不得意を知る。また、

相手への意識していない伝わり方の違いに気づ

く。

［傾向］

照れて笑ってしまい“色が濁り”、相手に的確に

伝わらない。

［ポイント］

内面から表出しにくい感情を、外面を変えるこ

とにより、内面にも影響を与えて感情表現を促す

方法なので、顔や身体の変化をじっくりと味わっ

て、内面から感情や思いが染み出てくるのを待つ

ことが重要になる。

また、相手に正確に伝わらなかった場合、気に

病む必要はない。自分にはその傾向があると認識

して、社会生活で誤解されないように生かすこと

が大切である。

（Ｃ）キャラクター造形

演劇では自分自身を演じて登場することはほと

んどない。俳優は自分以外の人物を演じる。つま

り、自分とは違う性格・行動様式・思考・感情表

現・肉体を持った「役」を、脚本に書かれた“与え

られた環境”の中で、「生きる」ことが俳優の仕事

である。

これは、私たちの社会生活に置き換えることが

できる。人たちは日常の自分とは違う「役」（会社

員・教師・警官・店員など）を、与えられた社会

や職場という中で、生きているということだ。

「役」は演技の場合もそうだが、本来の自分では

出来ないようなことを可能にする「仮面」の役割を

持つ。同時に、外の環境から自分の内面を守る

「プロテクター」の役割も果たす。

役作り（キャラクター造形）をする方法のひとつ

に、俳優自身との内面の共通点や過去の記憶（思

い出・感情）を使うやり方がある。この場合は、

「役」は自分とシンクロする回路にはなるが、プロ

テクターの役割は果たしにくい。

そこで、前出の認知不協和理論により、外面

（身体性）からのアプローチでキャラクター造形を

行い、その結果、内面の思考や感情につなげてい

く方法をとる。

①最後尾の人が前の人に表情を伝える。

②伝えられた人は更に前の人に伝える。
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つまり、キャラクターの体を架空で作り、そ

れを服のように「役を着る」ことで、自分の身体に

変化をもたらし、内面の造形へと進むやり方で

ある。この利点は、役を分析しすぎて迷わなくて

済む、役を脱ぐことですぐに自分に戻れるという

こと。社会生活でTPOに合わせて色々な「役を着

る」ことで、自分をプロテクトしながら人間関係

を作るということに応用できるだろう。

実は、この方法は、スタニスラフスキーの弟

子であるマイケル・チェーホフ（1891～ 1955）が、

「イマジナリー・ボディ（想像された肉体）」10とし

て発案したものである。この方法も整体の原理を

応用してひと手間を加えて、手順を増やして実践

した。

次の①から④の［手順］で、外面からの「キャラ

クター造形」に迫れるだろう。

［手順］

①フィジカル・アプローチ

認知不協和理論によって自分の身体を変容させ

ることにより、思考や感情に変化があることを体

感する。会場を自由に歩きながら、次のことを順

番に試していく。

1． 体の様々な箇所を上へ引っ張る。（頭頂、あご、

肩、胸、へそ、腰など）

2． 視線を変える。（下方、遠方、周りをキョロ

キョロ）

3． 呼吸を変える。（深く、早く、ため息）

4． 足の形を変える。（外股、内股）

5． テンポを変える。（指導者の手拍子に合わせる）

以上の身体変容のうち、2～ 3点を組み合わせ

る。例えば、肩を上に引っ張られ、視線を下にし

て、ため息をつく。この「身体性」を持った架空の

「人物」として、会場を歩いてみる。そして、

6． 興味のあるモノ、落ち着く場所を見つける。

（この身体性の人物の思考や快・不快を探る）

７． 声を出してみる。（身体が変容したというこ

とは、楽器の形が変わったことなので出る音

も違う）

８． 歩きながら出会った人物と挨拶をする。（こ

の身体性の人物の人との接し方を探る）

②キャラクター体感

①のエクササイズで、身体変容が思考や感情な

どの内面作りに有効だと分かれば、今度は自分の

なりたいキャラクターを「身体レベル」でイメージ

する。

俳優の場合は脚本に書かれた自分の役だが、一

般には自分がなりたい人物でよい。

1． なりたい人物の良いポイントを1点あげる。（威

厳、繊細、共感など）

2． そのポイントを裏付ける身体的特徴を複数あ

げる。（深い呼吸、重心が下、小刻みなテン

ポなど）

3． なりたい人物の身体的特徴を少しデフォルメ

して、自分の目の前に「存在する」として体感

する。（本当に居るとして距離・圧迫・体温

などを感じる。コツはあまり頭で考えずに「居

た！」と気づくこと）

4． 体感している人物を描写していく。（指導者

のナビゲートに沿って、人物の周りを移動し

ながら体型・姿勢・重心・腕や足の位置・表

情・呼吸などを体感しながら、丁寧に声に出

して描写する）

5． 体感できたら人物に接触する。（存在を感じな

がら近づいたり、握手したりしてみる）

以上の過程で、人物（キャラクター）を体感でき

ているか頭の中だけかを見極めるには、体感して

いる人の身体性も徐々に変化しているかを確認す

るとよい。人物の存在感を感じて距離をとってい

るか、体の特徴を描写する際に自分の体も反応し

て動いているかなどである。

10 マイケル・チェーホフ『演技者へ！』（晩成書房）1991
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③キャラクターを着る

②のエクササイズで、キャラクターを目の前

に存在すると体感できたなら、その段階でマイケ

ル・チェーホフがいう「イマジナリー・ボディ」が

できた状態といえるだろう。この存在を体感して

いるが、目に見えない人物を着て（自分の身にま

とって）、キャラクター造形を行う。

1． キャラクターを着る。（前からでも後からでも

近づいて合体してもよいし、着ぐるみのよう

に背中を開けて入ってもよい）

2． 完全に装着する。（全身を身に包んだら、言葉

の体へ影響力を利用して「着た！」と声に出す）

3． キャラクターを馴染ませる。（新品の服を馴染

ませるようにゆっくりと動いてみる。そして、

日頃の自分と変化している体の箇所を声に出

して確認していく）

4． 内面の変化を確認する。（その人物の体を通して

見た周りの環境の感じ方やとらえ方を確認する）

5． キャラクターを脱ぐ。（キャラクターを脱ぎ、

体を揺らして身体の影響をリセットして自分

の身体性に戻る）

6． 再度、キャラクターを着る。（人物を体感的に

イメージして着る。最初よりも早くできるは

ずで、何度も着脱できることを試してみる）

① 〈キャラクター体感〉
　中央にイマジナリー・ボディがある。

② 〈キャラクター体感〉
　気配を感じて描写していく。

③ 〈キャラクター体感〉
　人物に接触する。 ④ 〈キャラクターを着る〉

　服のように着る。
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④ホット・シーティング

③のエクササイズで、キャラクターを着て外面

から「キャラクター造形」を行った。次に、その上

で内面を掘り下げていく方法として、「ホット・

シーティング」11を使う。

これは、英米のドラマ教育で使用されている方

法で、人物役が真ん中の椅子に座って参加者から

質問を受けて答えていくというもの。座った人は

役として、想定していない事柄にも即興で答える

ことにより、役や物語を深く考える効果がある。

1． 質問者は事前に人物の良いポイントを聞いて

おく。

2． 質問者と見学者は与えられた環境として、人

物が答えやすい関係や場面を設定する。（友だ

ち、テレビインタビューなど）

3． キャラクターを着た人物が登場して椅子に座

る。（見えないところで着て、登場から設定の

環境で行動する）

4． 質問者が人物にアプローチする。（挨拶から始

まり、名前・年齢・職業など人物の周りの情

報から聞いていく）

5． 質問者が人物に深く質問する。（事前に聞いて

いた良いポイントに絞り込んで、その理由や

心がけていることを聞く）

6． 質問者が人物の葛藤を聞く。（良いポイントに

関して“葛藤”を生む事柄を聞き出す）

7． 人物が退場する。（質問者は礼を言って人物を

送り出す。人物は見えない所まで退場してか

らキャラクターを脱ぐ）

以上の過程で、キャラクターを着た人はなりた

い人物として質問に答えたり、行動したりする。

自分とは違う身体性になっているので、自分とは

違う受け答えや行動をするはずである。どんどん

質問されて想定していなかったことも即興で答え

ることにより、意識上ではなく潜在意識につなが

り、思わぬ立振舞い（受け答え・態度など）と出会

えればキャラクター造形として成功である。

また、近代劇においてはドラマの要素は「葛藤」

だと言われている。葛藤とは目的に向かう過程

で、障害と出会うことにより生じるものである。

そして、目的は人物の人生観に密接に関わってい

る。そのため、葛藤と直面することにより、その

人物の本質に近づくことができる。

11 渡部淳＋獲得型教育研究会『学びを変えるドラマの手法』（旬報社）2010の「ホット・シーティング」の実践を八木が執筆。

⑤ 〈キャラクターを着る〉
　体に馴染ませる。

人物役が椅子に座り、周りが質問をする。
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6．シーン・スタディ

これまでの、（A）相手との交流、（B）感情表現、

（C）キャラクター造形の要素が、演技におけるコ

ミュニケーションの基礎だとすると、シーン・ス

タディは応用だといえる。3つの基礎スキルを使っ

て、与えられた環境を生きる稽古である。

図の「出会いのモデル」に則ってシーンを行う。

まず、「場」があり、そこで人物Bが「行為」をして

いる。そこへ、外部から人物Aが「目的」（Bにかか

わる）を持ってやってくる。そして2人の「交流」が

起きる。最後に人物Aが退場する。

このモデルに、例えば次のような人物の簡単な

台詞を入れる。但、台詞は一字一句を覚える必要

はなく、流れだけで良い。

A 「（挨拶）」

B 「（挨拶）」

A 「調子はどう？」

B 「別に、普通ですけど……」

A 「あ、そう……」

B 「……何か？」

A  「いや、ちょっと……どんな様子かと思って

……」

B 「大丈夫ですけど」

A 「ほんと……？」

B 「ええ……」

A  「まぁ、あまり……深刻にならなくていいか

ら」

B「………」

A「誰にでも、あることだから」

B「………」

A「信頼してるよ」

B「……ありがとうございます」

A「頑張ろう」

B「はい」

［手順］

（A）相手との交流、（B）感情表現の2つの要素を

使ってシーンを行う。決まっている台詞を伝えた

り、シーンを作るのが目的ではなく、台詞にとら

われずに「相手との交流」を通して、互いに「変化」

して、台詞のやりとりの底に流れている情緒や思

いを確認していく作業である。

① このシーンの「与えられた環境」を設定する。

「Ｗhen（いつ）」「Ｗhere（どこで）」「AとBの関

係」を簡単に決める。例えば、「試合終了後」

の「サッカー部の部室」で「キャプテン（A）が

シュートを決められなかった後輩（B）」と出会

う。

② 人物Aの「目的」と人物Bの「行為」を決めて、

シーンを行う。その際、Bの行為は「サッカー

ボールを磨いている」など単純なものとし、A

の目的（Bに対しての）は指導者が色々と設定す

る。例えば、笑わせる、楽しませる、バカにす

る、怒らせる、ギュッとハグする、後からはが

い絞めにする、追い出す、恋愛感情を伝える、

感謝するなど。

③ （C）キャラクター造形の要素を加える。自分が

なりたい人物の身体（役）を着て、シーンを行

う。

④ デモンストレーションをしたペアの振り返りを

する。

［ポイント］

このシーン・スタディの場合、コミュニケー

ションを向上させたい人は、関わろうとする意思

図：出会いのモデル

場 

B

A

〈行為〉 
交流 

〈目的〉 
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がある人物Aをするほうが良い。

手順②は、台詞の裏にある意味や思いの“サブ

テキスト”や、無言の時に心の中でつぶやいてい

る“内面のモノローグ”を作る稽古である。これら

は日常生活で知らずに行っている。そこで、次の

ことをチェックする。

・ 台詞だけで進めようとしていないか？（テンポ

が早く関係が薄い）

・ 相手を互いのパーソナルスペースで包み込んで

いるか？（特に挨拶の時、相手と通じる距離に

いるか）

・ レピティションのように相手の反応を、体で感

じているか？（間、距離、位置、向きなどに現

れる）

・ 2人の調子が変化しているか？（影響を受けて

想定外の展開へ広がる）

そしてさらに、与えられた環境を変えること

により、色々と実践的なシーンにすることができ

る。例えば、「終業時刻が過ぎた」「あるメーカー」

で「上司（A）が競合他社の低価格表示で得意先の

受注を半分にされた部下（B）」と出会う。

それから、Bの行為はAに話しかけられること

によって邪魔されるが、Aを拒絶したり、行為を

中断してはいけない。また、Aの指定された目的

はBも見学者も知らない。BはAの接し方から察

して反応を変えていく。相手に対する“目的”“態

度”“働きかけ”（相手への他動詞の設定）によって、

同じ台詞でもコミュニケーションの仕方が変わる

ことを学ぶ。

手順③では、同じ“相手への他動詞”でも、自分

とは違う人物では「表現」が違うことを身体レベル

で体感する。

手順④では、同じペアで本人がした場合（手順

②）と役を着てした場合（手順③）の比較をする。

見学者は身体、表情、距離感、雰囲気などの観察

結果を伝える。その際、「私はこちらのタイプが

好き」などの主観を入れずに、〈鏡〉として客観的

なことだけをデータとして伝えることが大切であ

る。

①B（左）が行為しているところへ、Aが登場する。

②AとBの台詞の交流がはじまる。

③Aは退場する。
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7．学生たちへの効果

今まで述べてきたように、演劇的手法をコミュ

ニケーションという観点から、（A）相手との交流、

（B）感情表現、（C）キャラクター造形の3要素に絞

り、さらに、日本人の身体性の特徴を生かすため

に、整体や古武術の原理を応用した工夫を組み入

れた授業を行ってきた。

座学とは違い知識が伝わるだけでは意味がな

く、技術を獲得してもらいたいのだが、授業での

エクササイズを日常生活で試した学生には変化が

あったように思われる。そうでなくても、授業を

通じて発見や気付きがあったようである。

授業の最終日に学生に振り返りのレポートを書

いてもらっている。その中から、学生たちへの効

果を紹介する。

まず最初に、通常の授業との違いに驚いた学

生。

「この授業を受けて、初めての感覚を持ちまし

た。なぜなら、相手がいる授業だったからです。

普段の授業は、先生から生徒への一方的な講義が

多いですが、この授業は、他の生徒と交流しなが

ら感じとっていく授業でした。その点からも、『相

手との交流』のエクササイズは、私の苦手な分野

でした。」（総合政策学部/2回生/女子）

次に、コミュニケーションの基本部分に気付い

た学生。

「コミュニケーションは言葉と言葉のキャッチ

ボール以前に、心と心のキャッチボールなのかも

しれない。そこには相手への『優しさ』『いたわり』

がやはり必要なのだ。」（総合政策学部/2回生/女

子）

「自分の思いだけを押しつけるのではなく、細

かい所までしっかりと神経をはりめぐらせて相手

のことを全身で受けとめようという気持ちで接す

ることが大切なのだと思いました。」（総合政策学

部/2回生/女子）

そして、授業だけに終わらせずに日常生活で活

用してスキルを獲得した学生。

「コミュニケーション能力が上がったと思いま

す。サークルをしているのですが、初めて会う

1回生にも話ができたり、アピールしたり自分の

中でとても力になりました。」（理工学部/3回生/男

子）

また、日頃の自分を見つめ直して、解決策を考

えた学生。

「苦手な感情は、普段から表現していないこと

がわかった。これら全ての感情を上手く表現する

には、日常会話での感情表現を豊かにすること、

例えば、友達のレポートの成績が悪ければ、ジェ

スチャーを交えながら友達と一緒に悲しむ、と

いったことを行えば、自然と感情を表現できるよ

うになると考えられる。」（理工学部/2回生/男子）

さらに、自分の深い部分が変化して対人関係に

前向きになった学生。

「友達にようやく、自分の悪い面も見せられる

ようになってきたのではないかと感じています。

だんだんと『人』のことが好きになっていると思っ

ています。まだ、会話もない状態では、あまりい

ろいろと感じることはできないですが、自分や相

手について、もっともっと知っていけるようにな

りたいです。」（理工学部/2回生/女子）

なかには、社会への導入を考える学生もいた。

「このようなコミュニケーションの授業を大学

の選択科目にするのではなく、小学校や中学校で

実施すべきです。そして、演技の役割、大切さ、

必要性を教えなければならないと思います。」（総

合政策学部/2回生/男子）

そして、授業意図を超えてモチベーションのコ

ントロールという、自分なりの価値を見出す学生

もいた。

「大変におどろいたのは、キャラクターを作っ

たときです。私はうちまたで頭をひっぱられて過

呼吸の人になりました。すると出てくる声が自然
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にhighになって、気分もわくわくするような感じ

でした。これを使えば自分のモチベーションをコ

ントロールできます。気分が落ちているとき、背

筋を伸ばすだけで明るくなれます。とてもいいこ

とを学べました。これは絶対にこれからの生活の

中で使えると思います。」（総合政策学部/2回生/女

子）

学生たちのレポートを読むと、今までの学校現

場では体験してこなかった「演劇的手法」という体

験獲得型の学びが、自身のコミュニケーションだ

けでなく、生活をも変えうる可能性があることに

気付いてくれたようである。

8．まとめ

英米では教育制度としてドラマが導入されてい

る。背景が違う子どもたちが多いという社会の必

要性から取り入れられているわけだが、それが芸

術性のみならず、コミュニケーションや協働性と

いう社会での基礎スキルを獲得させ、同じ市民社

会でどのようにして市民として生きるかという、

「人生の先取り」をさせるドラマ・ワークも開発さ

れている12。

日本の場合も急速に進むグローバル化、それ

に伴う大学生の就職難などを考慮に入れると、コ

ミュニケーションや協働する能力の獲得は必須

となってくるであろう。さらに、日本社会が多

民族化すると予想するならば、市民としてこの日

本社会をどのように生きればよいのかというシュ

ミレーションをドラマで行うこともできる。その

際、受講するのは日本人だけでなく、来日した外

国人やその子弟ということなるかもしれない。

今後、多くの「アプリケーション・ソフト」を

使いこなすことが求められることになるだろう。

その際に、うまく起動させるための「基本ソフト

（OS）」として、演劇の訓練から3つの要素を抽出

して、改良を加えたエクササイズを授業で体験し

てもらった。

学生のレポートにあるようにドラマ教育は多様

な可能性を秘めている。だが、日本ではまだ初歩

の段階だといえる。学生たちが演劇的手法を人生

で実践して、グローバル化の中にある日本社会を

生き抜いていってもらいたい。

〈モデル協力〉中尾美穂、佐藤大地、伊藤さら
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